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の地主でもある中村三佐男さんの油絵の展覧会を企画・制作している。油彩、インタビュー映像、作詞作
曲した映像作品で構成されているインスタレーション作品となっている。油絵の素朴な風景に描き出さ
れている利根川流域の原風景に藝大の存在を重ね、アカデミックな芸術性をあぶり出すようなコンセプ
トとなっている。中村三佐男さんのインタビュー、藝大声楽家の学生が歌う楽曲がその中村三佐男さんの
絵画性と藝大とのマージナルな領域を示唆している。 
 銀座の三原橋地下街で行った「銀座地下街ラジオくん」においては、三原橋の歴史的開発経緯の調査や
関係者へのインタビューからはじまり三原橋解体の反対運動へとその活動は展開している。長い年月を
積み重ね蓄積されている三原橋コミュニティの存在をラジオ局というメディアを設置することで、言葉
と映像で記録しそのメッセージの総体を可視化する社会実験性の高いプロジェクトといえる。都市の新
陳代謝における地域コミュニティの形成と崩壊においてその政治的意志決定が果たす強さとその真逆と
いえるコミュニティの存在の弱さが際立っている。その意味においてラジオ曲がその両者の限界性を見
いだす役割となっている。 
 自主映画「藝大学園ファンタジー・時間美術館」においては、「中村三佐男さん」のプロジェクトで見
えてきた個人的な生活に潜む「限界芸術」の存在から発展し、藝大そのものに潜む「限界芸術」を問う映
画作品となっている。根底には、先に示した藝大のアカデミックな芸術性がストーリーラインの基盤とな
っている。またミヒャエルエンデの「モモ」を引用した演出として「時間泥棒」というキャラクターを設
定している。「モモ」が経済を批判しているように描かれたと言われているがここでは「藝大」を批判す
る対象としているように設定されている。エンターテイメントな映画でもドキュメンタリーでもなく映
像技術も高くない、例えれば学芸会的素朴な映画となっている。それは、「全ての時間が芸術になりえる」
という視点をもってその芸術性の質を拡大していったときに現れてくる「限界性」を問う視点を持ってお
り、娯楽映画の強い刺激やストーリー展開に慣れた視点を批評するようでもある。  
 作品審査においでは、「限界芸術」という視座をもった独自の作品・作家性が高く評価された。論文の
審査では、作品の論理的基軸が明快に示されており、実証的に研究されている論文として高評価を受けた。
総合的にも、各副査の先生の審査評価を鑑みて博士号を授与する作品、論文として高く評価する。  
